







































































































永安州地図（1851年 9月～ 52年 4月）
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 8) この調査については菊池秀明「老長毛の故郷にて―広西留学雜記 ’87～ 90」（中国民衆史研究
会編『老百姓の世界』5、1989年所収）を参照のこと。なお 1996年の調査では澤田晃治氏（立
命館大学大学院）の協力を得た。記して感謝したい。
 9) 中国第一歴史檔案館編『清政府鎮圧太平天国檔案史料』第 1–26冊、光明日報出版社および中国
社会科学出版社、1990–2001年（以下『鎮圧』と略称）。
 10) 菊池秀明「英国 National Archives所蔵の太平天国史料について」中国文史哲研究会編『集刊東
洋学』102号、2009年。
 11) 賽尚阿奏、咸豊元年閏八月初四日・閏八月初九日『鎮圧』2、278・284頁。
 12) 光緒『永安州志』巻 4、兵志、己酉以来十九年兵事記略、広西区図書館蔵。また鍾文典『太平軍
在永安』11頁によると、24日夜に太平軍は州城の周囲で馬に石の塊を引かせたり、爆竹を打ち
鳴らし、夜襲にみせかけて清軍守備隊の疲労を誘ったという。




 14) 光緒『永安州志』巻 1、地志、城郭および「捐修永安州城等項碑記」（同書巻 1）。


























 27) 姚瑩「復鄒中丞言事状」咸豊元年閏八月十三日『中復堂遺稿続編』巻 1（『太平天国革命時期広
西農民起義資料』上冊、193頁）。
 28) 賽尚阿奏、咸豊元年閏八月二十七日『鎮圧』2、344頁。






 34) 華翼綸「寄鄒中丞書」『中復堂遺稿続編』巻 2、附録。




















 49) 曾国藩「密陳巡閲諸軍情況及可喜可惧形勢片」（同治二年二月二十七日）『曾国藩全集』奏稿 6、
岳麓書社、1989年、3171頁。
 50) 何秉「太平天国起義前夜的永安社会」。ただし広東に文明県なる地名は存在しない。
 51) 光緒『永安州志』巻 6、人物。



































 69) 張徳堅『賊情彙纂』巻 9、賊教、偽書（『太平天国』3、252頁）。また鍾文典「客家与太平天国
革命」『広西師範大学学報』1989年 1期。












 76) 江忠源「致彭曉杭書」『江忠烈公遺集』巻 1。







 82) 孫鏘鳴奏、咸豊二年四月頃、F.O. 931 1330号、英国 National Archives蔵。なお賽尚阿が「調度
無方、号令不明、賞罰失当」を理由に解任されたのは太平軍の長沙攻撃後のことであった。










 89) 姚瑩「査復禁絶賊営接済状」咸豊二年正月初十日『中復堂遺集』巻 4（『太平天国革命時期広西
農民起義資料』上冊、211頁）。



























 103) 『天父下凡詔書一』（『太平天国』1、7頁）。『天情道理書』（同書 1、376頁）。
 104) 賽尚阿奏、咸豊元年閏八月初三日『鎮圧』2、273頁。張敬修稟、咸豊元年八月、F.O. 931 1903
号。
 105) 李進富供詞、咸豊元年、F.O. 931 1041号。また小島晋治「初期太平天国兵士十名の供述書」『東
京大学人文科学紀要』75、1982年（同『太平天国運動と現代中国』研文出版、1993年、85頁）。
 106) 民国『陸川県志』巻 21、兵事編。また菊池秀明「広西における上帝会の発展と金田団営」。

























































 142) 盤獲西逆夥黨黄非暑等訊過供詞、咸豊二年七月十九日、F.O. 931 1375号には、太平軍の江華県
城攻撃に加わった天地会軍に「朱姓」の天徳王がいたとの供述がある。なお小島晋治「初期太平
天国兵士十名の供述書」を参照のこと。
 143) 李進富供詞。
 144) 洪大全供詞および洪大全上咸豊帝表文。また洪大全は太平天国が閏月を持たない天暦を採用した
ことを批判し、「暦書是楊秀清造的」と述べて楊秀清に対する不満を表明している。
 145) 洪大全供太平軍首領名単、咸豊二年四月二十六日『鎮圧』3、244頁。洪大全は曾玉琇の他にも
曾四なる人物を挙げている。なお賽尚阿は 1852年 1月に「左一軍帥曾」と記された大黄旗を手
にした太平軍将校を殺害したと述べているが（賽尚阿奏、咸豊元年十二月初六日『鎮圧』2、
565頁）、これが彼らかどうかは確認できない。
